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【別紙様式１】

平成 年度学校経営計画表16
１ 学校の現況

学校番号 学校名 課程 学校長名
７５ 茨城県立藤代高等学校 全日制普通科 中島 正志

（ ）教頭名 事務 室
細田 康嗣 長名 寺田 真

教職員数 教諭 養護 常勤 非常勤 事務職 技 術 職 計実 習 教 諭 ， 実 習 講
４１ 教諭 １ 講師 ２ 講師 １ １ 員 ３ 員等 ３ ５５師 ， 実 習 助 手

生徒数 小学科 １年 ２年 ３年 ４年 合計 合計クラス数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

普通 科 １８クラス136 110 142 98 138 105 416 313
科
科

２ 目指す学校像

・高い知性・たくましい気力・礼節を重んずる人間を育成する学校。

・みずからの力を信じ 社会の中の人間として たゆまず真理を求めることのできる人間を育成する学校。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。

項目 現状分析 課題
学習指導 ・自ら学ぶ力が十分であるといえない。 自学自習への取組をどう進めるか。

・家庭学習時間が少ない。 意識の啓発をどう進めるか。
進路指導 ・在校生の９５％が進学を希望しており，その達成率は 進路希望の実現をどう推進していくか。

７０％で，１００％に至っていない。
・約半数の生徒が国公立を希望している。

生徒指導 ・遅刻者の数が昨年より増加している。 基本的な生活習慣をどう身につけるか。
・服装・頭髪で校則を守れていない生徒が若干いる。 規範意識の高揚をどう推進するか。

特別活動 ・ホームルームの活動・内容が十分でない。 生徒自身による取組をどう推進するか。
・心身ともにたくましい生徒の育成が十分でない。 文武両道の実践をどう進めるか。
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４ 中期的目標

・文武両道の実践。
・ＳＥＬＨｉ研究（文部科学省研究指定）の研究を実践していく。
・自ら学ぶ意欲を高める。

５ 年次ごとの重点目標

年次 重点目標 具体的目標 達成状況
学力向上（基礎基本） 家庭学習を励行させ，面接指導の充実に努める。

ＳＥＬＨｉ研究の実践 英語によるコミュニケーション能力の育成を図るため，高大
１年次 連携を推進する。

進路希望の実現 国公立大学合格者数６０人以上を目指す。

たくましく生きる力の育成 部活動への加入を奨励する。
挨拶の励行に努める。

学力向上 読書の推進による豊かな教養の育成に努める。

ＳＥＬＨｉ研究の実践 スピーチ・リスニング双方向型英語力の育成に努める。

２年次 進路希望の実現 国公立大学合格者数７０人以上を目指す。

たくましく生きる力の育成 挨拶の励行に努める。
豊かな心の育成に努める。

学力向上 意識の啓発による「自ら学ぶ力」を育てる。

ＳＥＬＨｉ研究の実践 英語の授業においては，すべて英語で授業を進める。

３年次 進路希望の実現 国公立大学合格者数８０人以上を目指す。

たくましく生きる力の育成 挨拶の励行に努める。
豊かな心の育成に努める。


